
・農業政策の変遷とその背景
・今、政策に求められるべきもの
・輸出への挑戦

資料５



戦後の食糧難
国会議事堂前も芋畑

１９４６（昭和２１）年６月１８日、
終戦直後の食糧難を切り抜けるため、
空き地という空き地はほとんど耕さ
れ、麦、芋、野菜などが植え付けら
れた。国会議事堂前も例外ではなく、
掘り起こされて一面が芋畑となり職
員が手入れに励んだ。

ー共同通信社ー



開拓当初の
十勝

ー帯広百年記念館
所蔵－



馬耕の時代

ー帯広百年記念館
所蔵－



馬耕の時代

ー帯広百年記念館
所蔵－



十勝の水田

ー帯広百年記念館
所蔵－



大型合理化工場と
して昭和３６年か
ら操業開始した
ホクレン芽室
澱粉工場



馬耕から
トラクターへ

ー帯広百年記念館
所蔵－



馬耕から
トラクターへ

ー帯広百年記念館
所蔵－



十勝農業
近代化の
幕開け

ー帯広百年記念館
所蔵－



十勝開拓当初から
続く自然の猛威
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ー帯広百年記念館
所蔵－



「農業基盤整備は国の
事業」と認識された大
きな節目

～十勝農業の生産性
を高める契機となる

臨時行政調査会
土光敏夫会長
訪問の証し



基盤整備が
進む十勝

－暗渠排水工事施工
直後の十勝の圃場







ＪＡ帯広かわにしの
「小豆」が宇宙へ
平成３０年１月以降、尾西
食品株式会社様製造の宇宙
日本食「赤飯」の原料とし
て当ＪＡの小豆を供給

※長いもの宇宙食も開発中

提供：JAXA/NASA

究極の安全安心



－持続的な農業の展開で未来へ―
































